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欧州委員会共同研究センター（JRC）と
水素の安全と振興に関する協力覚書（MOC）を締結しました

特別民間法人高圧ガス保安協会（会長：加藤洋一）と欧州委員会共同研究センター

（JRC：The Joint Research Centre）（総局長：Bernard Magenhann）は 10 月 5 日、

京都にて開催された日 EU 政府間会議に合わせ、欧州委員会の Ekaterina Zaharieva
委員、駐日欧州連合（EU）の Jean­Eric Paquet 大使及び経済産業省の松尾剛彦経済

産業審議官の立会いのもと、水素の安全と振興に関する協力覚書（MOC）を締結し

ました。

この協力覚書に基づき、KHK と JRC は、次の内容について協力してまいります。

・水素等（アンモニアなどの派生物、CCS 用の二酸化炭素を含む）の社会実装に

関連する事故の情報共有

・水素の安全や振興に関する研究開発プロジェクトの成果に関する情報交換

・事故や研究開発成果の情報共有に基づく新たな知見の獲得

・協力覚書に基づく両者間の情報共有のための会議の開催

JRC との今後の協力を通じて、日本及び欧州における水素の利活用の安全かつ

健全な発展に向けた活動を推進するとともに、本取組みを起点とした日欧間の連携

関係の形成と将来にわたる持続的なパートナーシップの構築に貢献してまいります。

（参考）欧州委員会 共同研究センター（JRC）について

・JRC は 1957 年に原子力共同体条約に基づき「原子力共同研究センター」として設立した。1972 年、欧

州サミットにおいて非原子力分野にも活動を広げることが承認され、それ以降「共同研究センター」と称

している。現在では EU の政策に対する科学的助言・支援をするため、科学者を雇用し、調査研究を行っ

ている。JRC の職員は約 2,700 名（2025 年 4 月）。

特別民間法人高圧ガス保安協会（KHK）と欧州委員会共同研究センター（JRC）

は 10 月 5 日、水素の安全と振興に関する協力覚書（MOC）を締結しました。
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（2025 年 10 月 5 日、国立京都国際会館）

（左から、経済産業省松尾経済産業審議官、KHK 加藤会長、

JRC マジェナン総局長、欧州委員会ザハリエヴァ委員）


